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福祉わくや

新たな仕組みに
求められる発想とは!?

　地域住民の皆様をはじめ福祉関係者が
地域支援事業を学び合う機会として、「新
しい地域支援事業に関する研修会」を開
催し、150名を超える方々に出席をいた
だきました。地域の生活課題と密接に関
わる内容で、地域の関心が高いことがわ
かりました。

【関連記事２ページ】

PICK UP!

◦PICK UP 社協事業　２ページ
　新たな仕組みに求められる発想とは！？
　～新しい生活支援事業に関する研修会～

◦ボランティアセンター通信　3ページ
　～ボランティア活動の普及を目指して！～

◦おらほのふれあいレポ　４ページ～５ページ
　～地域住民の活動を紹介します！～

◦満足度アンケート調査結果　6ページ～7ページ
　～ご協力ありがとうございました！～

◦ゆうらいふ通信　8ページ
　特別養護老人ホーム、グループホーム、
　五番町デイサービス、地域活動支援センター

◦社協インフォメーション　9ページ～10ページ
　『パワーアップ』リーダー養成講座
　受講生募集　など
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し
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地
域
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く
り
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木
で
は
、
表
に
現
れ
に
く
い
木
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支
え
る
「
土
」
や
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根
」
と

な
る
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分
を
、
暮
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し
に
馴
染
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工
夫
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な
が
ら
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切
れ
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続
い
て
き
た
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伝
統
や
文
化
、
地
域
性
に
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付
け
さ
れ
た
宝
物
（
資
源
）
と
表
わ
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
土
」
や
「
根
」
を
よ
り
一
層
大
切
に
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

介
護
保
険
制
度
改
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の
ポ
イ
ン
ト
！

「
地
域
づ
く
り
の
木
」を
土
台
に
、ま
ず
は
じ
め
て
み
よ
う
！

PICK UP 社協事業

提供：全国コミュニティライフサポートセンター
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ボランティア
保険を

ご存知ですか
？

　ボランティア活動保険とは、活動中によるケガや他人をケガさ
せてしまったり、他人の財物を損壊した場合に補償する保険です。

問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

― ご加入プラン ―
プラン名 Ａプラン Ｂプラン Ｃプラン 天災プラン

年間保険料（１名） ３００円 ５００円 ７００円 ６７０円
　○保険期間：申込日から平成30年3月31日まで　※年度ごとの申込となります。
　○加入申し込み：保険の詳細や手続きは涌谷町社会福祉協議会にご相談ください。
　○地域のサロン活動やお茶っこ飲み会開催時のためのボランティア行事保険もあります。

安心してボランティア活動をするために、ボランティア保険に加入しましょう！

◦ ボランティアセンター通信 ◦
住民同士の助け合いの充実を目指して！ 互いの思いを繋ぎ、 質を向上させよう！

2月28日 3月2日
～ボランティア研修会～ ～福祉施設職員等ボランティアコーディネーター研修会～

　町内で活動しているボランティアを対象に、
研修会を開催しました。講演では、たすけあい
「つぼみ」代表　佐々木享子氏から「ボランティ
ア活動に大事なこと～ボランティアと地域住
民同士の助け合い～」と題し、グループを立ち
上げた想いや活動を行う上で大切にしている
ことなどをお話いただきま
した。
　その後、「地域でこんな
助け合いがあったらいい
なー」「助け合いを実現す
るためにはなにが必要か」
をグループで話し合い、住
民同士の助け合い活動の充
実やボランティア活動の普
及について、共有する良い機会になりました。

　町内の福祉施設職員等を対象に、福祉施設職
員等ボランティアコーディネーター研修会を
開催しました。講演では、介護老人福祉施設十
符・風の音施設長　渡辺由美氏から「ボラン
ティアコーディネートの実践」と題し、またボ
ランティアに来たくなる仕掛けや受け入れる
側・来る側の思いの共有方
法などを紹介していただき
ました。
　その後、「自施設にどん
なボランティアさんが来て
くれたらいいかな」をグ
ループで話し合い、「ボラ
ンティアさんの思いを自施
設と繋ぎ合わせるには、やはり信頼関係を築く
ことが大切だ」「利用者や入居者がボランティ
アを通して地域と繋がり、社会と関わりを持つ
ことで、生活の質を高めることができるのでは
ないか」など、
様々な意見が
飛び交いまし
た。
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「お楽しみ会」　 １１月１６日（水）

　今回はお楽しみ会として開催しました。
　まずは、ウォーミングアップの軽い体操を行い、み
んなにこにこ笑顔で楽しかったです。認知症に関する
講話では、「物忘れ」と「認知症」の違いについて、
真剣に聞きました。食事会も、久しぶりに会った地区
の友達と和気あいあい近況や世間話をしてくつろぎ、
また会う約束をしてお楽しみ会を終了しました。

「お茶っこ飲み会」 11月16日（水）

　家にばかりいると話す機会も少なくなり、笑うこと
も減ってしまいます。「笑いは健康の秘訣」というこ
とで、みんなが集まり楽しく過ごせるお茶っこ飲み会
を開催しました。　
　お茶っこ飲み会には近所の人たちが集まり、和気あ
いあい話したり、頭と手足を使ったレクリエーション
を行うことで、とても賑やかで楽しい会になりました。

「お茶っこのみ会」 12月10日（土）

　寒くなってきましたが、公会堂の中はぽかぽかでし
た。
　「しばらくだねぇ・・・」「元気だった？」など話が
弾んでいました。社協職員による手指体操やストレッ
チで身体をほぐし、カルタ取りを行いました。懐メロ
の上の句の歌詞を読み手が歌い、みんなが絵札を取り
ました。
　「今日はとても楽しかったよ！」との声には、スタッ
フ一同嬉しく思いました。寒さが厳しくなるため、風
邪を引かないよう気を付け、次回また参加しようと散
会しました。

11区

猪岡区

黄金区

９の３区 「お茶っこ飲み会（脳力アップ倶楽部）」� １２月４日（日）
　社協職員より、認知症の講話をいただきました。参
加した皆さんは身近な内容に感じたようで、真剣に聞
いていました。その後、レクリエーションとして健口
体操を行いましたが、メロディにのせて発音するのは
難しかったようで、最後まで歌い終わると、自然と拍
手が上がりました。みんなでとても楽しく過ごすこと
ができました。
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「地域ふれあい物品」を貸し出します！
　今回紹介するのは、「ソフトジムボール」です！
　一見ただの小さなボールに見えますが、意識したストレッチやトレーニングを行う
ことで身体機能を高めることができます！また、集団で同じストレッチを行うことで
一体感を生み出すことも可能です！
　この他にも、様々な物品の貸し出しを行っています。ぜひ、ご活用ください。

問合先　☎４３－６６６１
　　　　（担当：地域福祉課）

イベント物品 はっぴ、紅白幕、行事用テント、発電機　など

レクリエーション
物 品

ソフトジムボール、マインディスティックカーリング、射的、
ラダーゲッター、ディスコン、思い出カルタ２種、輪投げ、
スカットボール、ゲームレール、カラーボウリング　など

「世代間交流Xmas会」 １２月１７日（土）

　アトラクションは特に行わず、わなげや射的、カー
リング、思い出かるたなどの地域ふれあい物品を社協
からお借りし、自由に行動してもらいました。物品は、
子どもたちにおおうけでにぎやかなイベントとなりま
した。
　しかし、後日参加者に感想を訊ねると、「物足りな
かった」という声も聞かれました。このような意見は
とても貴重で、企画する難しさを感じました。

「お茶っこ飲み会」 ２月１４日（火）

　気軽に集まり、おしゃべりやゲーム、昼食会を開催
しました。
　ゲームは、ユニークなかるた取りです。読み手がな
つかしい歌の前半を歌い、後半の歌詞が書かれた札を
探すゲームで、見つけるたびに歓声が上がりました。
また、社協職員による認知症に関する講話は、とても
身近な内容で参考になりました。
　最後の昼食会は、色とりどりのメニューで、どれも
推進員が心を込めて一生懸命作ってくださいました。

「子供達のクリスマス会」 １２月２３日（金）

　バルーンボランティアの協力をいただき、クリスマ
スのリース作りをしました。また、子供達が大きくなっ
たら何になりたいかを話しあっていると、みんな大き
な夢を持っているようで、とても楽しかったです。お
やつを食べているときは、小さい子供達は会館内を走
り回り嬉しそうでした。
　クリスマス会のあとは反省会を行い、次の企画を話
し合いました。

１�区

脇�区

９の１区
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平成28年度「ご利用者様等　　　満足度アンケート調査」結果報告
  ご利用者、ご家族対象  

１．調査配布数および回収数（回収率）

№ 事業所 居宅介護支
援サービス

ホームヘル
プサービス

訪問入浴
サービス

デイサービ
ス(五番町)

特別養護
老人ホーム

グループ
ホーム

配食
サービス 全体

1 配布数 143 56 22 111 30 18 22 402

2 回収数 99 37 10 83 16 15 15 275

　 回収率 69.2% 66.1% 45.5% 74.8% 53.3% 83.3% 68.2% 68.4%

２．設問内容および介護サービス事業別平均満足度（満足度は５段階評価です。　５：満足～１：不満）

№ 設　問　内　容
事業所別 平均満足度

居宅介護支
援サービス

ホームヘル
プサービス

訪問入浴
サービス

デイサービ
ス(五番町)

特別養護
老人ホーム

グループ
ホーム 全体

1 職員の接遇（言葉遣い・態度） 4.64 4.54 4.70 4.57 4.63 4.60 4.61 

2 職員の話し方（内容や言葉等） 4.67 4.59 4.50 4.56 4.63 4.67 4.60 

3 職員のコミュニケーション 4.65 4.51 4.50 4.54 4.44 4.71 4.56 

4 プライバシーの保護や配慮 4.67 4.54 4.50 4.57 4.56 4.47 4.55 

5 広報紙や連絡帳の分かりやすさ 4.43 4.41 4.60 4.44 4.69 4.47 4.51 

6 食事の内容（質、味付け、献立等） 　 　 　 4.34 4.08 4.60 4.34 

7 入浴の内容（時間、温度、介助等） 　 　 　 4.52 4.15 4.57 4.41 

8 機能訓練やリハビリ、レク活動 　 　 　 4.27 3.85 4.40 4.17 

9 季節行事や催し 　 　 　 4.36 4.07 4.60 4.34 

10 送迎（時間、運転、乗降介助等） 　 　 　 4.48 　 　 4.48 

11 施設環境や衛生（清掃、室温等） 　 　 　 4.54 4.40 4.67 4.54 

12 健康状態の理解とサービス提供 　 4.68 4.80 4.57 4.40 4.60 4.61 

13 提供時間や訪問日時の遵守 4.60 4.59 4.80 　 　 　 4.66 

14 家財や電気水道等の使用の丁寧さ 　 4.65 4.70 　 　 　 4.68 

15 急なサービスの変更等の対応 4.65 4.65 4.50 4.65 　 　 4.61 

16 スタッフの介護技術 　 4.59 4.40 4.55 4.60 4.60 4.55 

17 ケアプラン（介護計画書）の内容 4.69 　 　 　 4.36 4.73 4.59 

18 多用なサービスや制度理解、
支援 4.65 　 　 　 　 　 4.65 

19 ケアマネジャーの対応 4.69 　 　 　 　 　 4.69 

20 自立支援の尊重 4.50 4.54 4.56 4.37 4.20 4.53 4.45 

21 総合的にゆうらいふ（各調査対象
事業所）に対する満足度（信頼度） 4.59 4.51 4.60 4.56 4.69 4.53 4.58 

　 計 4.62 4.57 4.60 4.49 4.38 4.58 4.53 
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平成28年度「ご利用者様等　　　満足度アンケート調査」結果報告
　本会では、介護サービス等のサービス向上を目的に、ご利用者、ご家族、介護サービスの関係事
業所（ケアマネジャー等）を対象に、「ご利用者様等満足度アンケート調査」を実施しました。本紙
では、共通設問内容による事業所別平均満足度の結果を報告させていただきます。ご回答いただき
ましたアンケート調査結果につきましては、今後のサービス改善の参考にさせていただき、満足度
の向上を目指したいと考えております。
　最後に、本調査は、多くの方々のアンケートを頂戴し、実施することがで
きました。ご協力ありがとうございました。

※平均満足度の算出は無回答を除いています。
※配食サービスは、独自の設問内容で調査実施しておりますので、本紙での結果公表は行いません。
※アンケート調査結果の詳細は、涌谷町社会福祉協議会ホームページに掲載しております。

  事業所対象  
１．調査配布数および回収数（回収率）

事業所 居宅介護支援
サービス

ホームヘルプ
サービス

訪問入浴
サービス

デイサービス
(五番町) 全体

№ 調査対象 事業所単位 ケアマネジャー

1 配布数 40事業所 15名 7名 16名 78

2 回収数 26 12 7 12 57

回収率 65.0% 80.0% 100% 75.0% 73.1%

２．設問内容および介護サービス事業別平均満足度（満足度は５段階評価です。　５：満足～１：不満）

№ 設　問　内　容

事業所別 平均満足度

居宅
介護支援
サービス

ホーム
ヘルプ

サービス
訪問入浴
サービス

デイ
サービス
(五番町)

全体

1 職員の接遇（挨拶・言葉づかい・態度等） 4.56 4.50 4.43 4.17 4.41 

2 電話での対応 4.54 4.67 4.29 4.25 4.44 

3 相談のしやすさ 4.35 4.50 4.14 4.25 4.31 

4
制度やケアマネジメントに関する専門性 4.15 　 　 　 4.15 

訪問介護・入浴、通所介護に関する専門性 　 4.33 4.00 3.83 4.06 

5
サービス担当者会議の進め方 4.12 　 　 　 4.12 

サービス担当者会議での対応 　 4.50 4.14 4.33 4.33 

6 利用変更や緊急時等の連絡や対応の速さ 4.27 4.33 4.00 4.17 4.19 

7 利用状況の情報提供（報告・連絡・相談等）、
事業所に対する満足度（信頼度）

4.15 　 　 　 4.15 

　 4.25 4.14 3.92 4.10 

8 総合的にゆうらいふ（各調査対象事業所）に
対する満足度（信頼度） 4.23 4.58 4.43 4.25 4.37 

　 計 4.30 4.46 4.20 4.15 4.24 
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〜わたしたちは、あなた「ゆう：You（利用者：家族：地域住民）」と伴に、
　あなたの生活「らいふ：Life（人生：生命：生涯）」を大切にします〜

通 信
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特
養
に
鬼
が
来
た
!!
」

「
節
分
行
事
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
思
う
存
分
伝
統
行
事
を
体
感
」

「
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

毎
月
一
回
開
催
し
て
い
る
喫
茶
マ
マ
で
、
ひ
な

祭
り
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
準
備
し
た
お
雛
様

カ
ー
ド
に
思
い
思
い
の
顔
を
描
き
、
皆
で
楽
し
く

お
茶
と
手
作
り
お
や
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

節
分
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
赤
鬼
と

青
鬼
の
登
場
に
「
福
は
内
」「
鬼
は
外
」

と
入
居
者
の
皆
様
は
豆
を
ぶ
つ
け
、
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

2
月
3
日
の
節
分
に
、
恵
方
巻
き
作
り
と

豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
あ
ら
～
！
巻
ぐ
の
う
ま
い
ご
だ
ぁ
ー
！
」

「
あ
ん
だ
、
ご
は
ん
入
れ
す
ぎ
で
ね
ぇ
の
？
」

と
入
居
者
の
皆
様
の
賑
や
か
な
声
が
飛
び
交

う
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
無
病
息
災
を
祈

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
今
年
も
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
お
正
月
気
分
を
味
わ
う
た
め
に
、

「
百
人
一
首
」「
け
ん
玉
」「
福
笑
い
」
を
行
い
、

中
で
も
福
笑
い
は
各
々
の
出
来
栄
え
を
見
て
大
笑

い
し
ま
し
た
。
2
月
は
、
鬼
と
お
多
福
の
面
を
作

成
し
、
邪
気
を
払
う
た
め
に
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

3
月
に
は
、
ひ
な
祭
り
行
事
の
た
め
に
紙
粘
土
を

使
っ
た
お
雛
様
を
作
り
、
作
者
似
の
作
品
を
見
て
、

思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
季
節
ご
と
の
伝

統
行
事
を
体
感
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
（
月
）、
毎
月
の
食
事
作
り
行
事

の
一
環
と
し
て
、
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
お
ら
い
で
は
、
白

菜
と
ね
ぎ
入
れ
で
る

よ
！
」「
魚
も
お
い
し
っ
ち
ゃ
ね
ー
！
」「
キ
ム

チ
鍋
も
い
が
す
ど
！
」
な
ど
、
鍋
の
具
材
や
味

付
け
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
く
ら
い
、
心
も
体
も
ぽ
っ

か
ぽ
か
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

五
番
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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平成28年度
赤い羽根共同募金運動結果報告

（平成29年３月７日現在）
　10月１日から全国一斉に行われた「赤い羽根共
同募金運動」では、町民の皆様のあたたかいご協
力により、たくさんの募金が寄せられました。

募金総額　２，７４２，８０１円
戸別募金 ２，４０２，７０５円

（企業含）
街頭募金 ４７，４１５円
学校募金 ７６，０２１円
職域募金 １８４，１９５円
興業募金 １６，１７３円
個人募金 ３，１００円
募金箱 １３，１９２円

　平成28年度に寄せられた募金は、宮城県共同募
金会を通じて、平成29年度に民間の福祉事業（社
協・福祉団体・ボランティアグループ等）や町内
会支援に配分されます。

平成28年度
歳末たすけあい募金運動結果報告

（平成29年３月７日現在）
　12月１日から「歳末たすけあい募金運動」が、『つ
ながり　ささえあう　みんなの地域づくり』をス
ローガンに実施され、町民の皆様のあたたかいご
協力により、たくさんの募金が寄せられました。

募金総額　１，８９１，４１２円
戸別募金 １，８７４，０００円

（企業含）
篤志寄付 １７，４００円
その他 １２円

　寄せられた募金は、年末に民生委員を通して「歳
末たすけあい配分金」として、町内対象世帯４６
世帯にお届けしました。

ゆうらいふ箟岳地域ケアセンター　今年５月オープン
　涌谷町社会福祉協議会では、箟岳地区の地域福祉、介護サービスの拠点施設として「ゆうらい
ふ箟岳地域ケアセンター」を５月に開所します。
　デイサービス（定員１８名）のほか、介護･福祉の相談機能や、ボランティアや地域住民の福
祉活動の拠点として、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを目指します。

延べ床面積：313.02㎡
主 な 設 備：デイルーム、和室(休憩室)２、
　　　　　　浴室(リフト浴)、居室４、
　　　　　　相談室、地域交流室、事務室
住　　　所：涌谷町太田字舟ヶ沢8-1
　　　　　　（箟岳白山小学校隣り）

※４月10日・11日午前10時から午後3時　一般見学会を予定しています。　問合先 ☎43-6661(代表)

　地域の活動拠点に
地域交流室を
ご利用下さい。

雨の日の送迎でも
安心大きな玄関庇

１２円

　寄せられた募金は、年末に民生委員を通して「歳

社協インフォメーション社協インフォメーション

明るく開放的な
デイルーム
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ボランティアグループ
「あけぼの会」

朗読テープの貸し出し
　町広報・社協だよりの朗読テープを無料で貸
し出しています。視覚障がい者の方、介護者の
方など、お気軽にご利用ください。
ボランティアグループ「あけぼの会」
� 問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

　３月は年度末で、別れと旅立ちの季節です。が、
東北に住む私たちには大震災を体験した月でもあ
ります。６年の歳月が過ぎようとしていますが、も
う一度防災のことを考えながら、自分の家庭でで
きることを見直してはどうでしょう。
　５月には、箟岳地区にも新しく「地域ケアセン
ター」がオープンします。「ゆうらいふ」と共に箟
岳の皆さんと気軽に交流できる場となって一緒に
育っていってほしいと願っています。
� 広報委員

編集後記

心温まる善意ありがとうございました
（平成28年12月21日～平成29年3月7日まで）

●アルプス電気株式会社
　アルプス電気労働委員会わくや支部 様 100,000円
●短台区 匿　　　名　様 300,000円
●上谷地区 匿　　　名　様 591円

寄 付 金

●大谷地区 大和田君子　様 吸引器
●短台区 匿　　　名　様 カラオケセット
●下小塚区 遠藤　栄治　様 竹細工
●５の２区 金野カ子ヲ　様 タオル等
●脇　　区 佐藤たか子　様 雑巾

寄付物品

宮
城
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遠

田
郡

涌
谷

町
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字

新
下

町
浦
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地

涌
谷

町
高

齢
者
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ゆ
う

ら
い

ふ
」内
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：
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akuya-sfk.net/

〒
987-0121

　本講座が開講してから３年が経過し、修了生は約１２０名となりました。
　修了生は、各々の地域のリーダーとして地域コミュニティや介護予防を推進するた
め、日々活動しております。
　「介護予防ってなんだろう？」「お茶っこ飲み会で使えるレクリエーションを学びた
い！」など、少しでも興味のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。

日　　程：５月２３日～１１月７日（全１３回）
受講資格：涌谷町に居住し、全講座を受講できる意欲のある方。
　　　　　年齢は問いません。
定　　員：４０名程度
受 講 料：１，０００円（保険料等）
問 合 先：☎４３－６６６１（担当：地域福祉課）

申込期間　平成29年３月16日（木）～４月28日（金）
詳しくは折り込みチラシをご覧ください！

　前号（120号）３頁で涌谷町社会福祉協議会会長
表彰受賞者名簿を掲載した際に、受賞者のお住ま
いの行政区に誤りがありました。
　下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。
▽社会福祉施設・団体役員表彰（在籍10年以上）
� （敬称略）
　川名　敏也	 【下町区】

お詫びと訂正

平成29年度
介護予防「パワーアップ」リーダー養成講座

受講生を募集します！

一人で悩んで
いませんか？

開設日：3月22日（水）
　　　　4月26日（水）
　　　　5月24日（水）
　　　　6月28日（水）

相談時間
　13：00～15：00
相談場所
　ゆうらいふ相談室

＊相談日以外にも、ご相談をお受けします。
　問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

「生活相談所」

介護が大変で…

収入が少なくて
今後の生活が不安…

毎日の生活が大変だけど、
どうしていいか…

人間関係や職場環境
で悩みが…
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